
OSSアプリケーションにおけるSX-Aurora TSUBASA、及び他システムの性能調査
⽇本電気株式会社 先端プラットフォーム事業部⾨ 磯部 洋⼦

⽬的 アプリケーションをSQUIDの各システムで実⾏し性能調査を実施することを⽬的とする

内容 １．Linpack/HPLにおいてSX-Aurora TSUBASAでオーバーラップ最適化を実施し、⼤規模構成で最適化効
果を測定する。またその際のパラメータ調査を実施する

２．VASPのGPU性能調査のために、GPUノード群で性能評価を実施

結果 １．通信と演算のオーバーラップ最適化により、効率が18VH時に87.17%→88.44%、32VH時には
85.48→87.66%と向上し、また⼤きくシステム規模が⼤きいほど効果が⼤きいことが確認できた。
また分割(P,Q)の割合も最適化前と最適化後で傾向が異なることが確認できた。

２．VASPの2データについてGPU(A100)で性能測定を実施。⽐較のためにCPU(Xeon)でも性能測定を実施。
CPUに対してGPUはそれぞれのデータで2.64倍、2.14倍の性能であることが確認でき、VASPの実⾏
プラットフォームとしてGPUが使えることが確認できた。

利⽤した計算機 SQUID CPUノード群
ノード時間 85 時間
並列化 20ノード並列

SQUID GPUノード群
ノード時間 12時間
並列化 20GPU並列

SQUIDベクトルノード群
ノード時間 362時間
並列化 256VE並列､ ベクトル化率 99.534%

表1. HPLの最適化の効果
最適化後最適化前(P,Q)VH数
88.44%87.17%(8,36)18
85.90%86.17%(16,32)

32
87.66%85.48%(8,64)

表2. VASP性能測定結果
性能差CPUGPU

2.643026s1146sデータ1
1node

2.145227s2433sデータ2
20node

GPUはnode=GPU数


